
熱中症は、死に至る可能性のある重篤な病気ですが、適切な予防・対処を行えば防ぐことができます。
日常生活から熱中症の予防を意識しましょう。

熱中症とは、暑い環境で体温の調整ができなくなった状態で、
めまいや吐き気、頭痛、失神等様々な症状があらわれます。熱中症ってどんな病気？

熱中症にご注意ください
お 知 ら せ

子どもは
大人よりも体温調節が苦手です
子どもは体温調節能力が十分に発達しておらず、さらにからだが小さいため、
気温の影響により熱しやすく冷めやすいという特徴があります。また天気の
良い日は地面に近いほど温度が上がるため、子どもは大人よりも暑い環境に
います。気温が高い日は特に注意し、適切な飲水、 定期的に涼しいところで休
憩をとるようにしましょう。

暑さ指数（WBGT）を確認しましょう
身の回りの暑さ指数（WBGT）を行動の目安にしましょう。
暑さ指数は時間帯や場所で大きく異なるため、環境省熱中症予防情報サイト等で確認し、
暑さ指数が高いときは外出を避け、涼しい室内に移動するなど、暑さ指数に応じた行動
をとりましょう。屋外で人との距離を十分に取れる場所では適宜マスクを外すことも
大切です。特に基礎疾患のある方は指数が低くても注意してください。

熱中症になりやすい環境かどうかを知る方法はあるの？

環境省熱中症予防情報サイト実況と予測
https://www.wbgt.env.go.jp/wbgt_data.php
暑さ指数予報｜防ごう熱中症｜NHK NEWS WEB
https://www3.nhk.or.jp/news/heatstroke/tokyo.html

暑さ指数
掲載サイト

子どもも熱中症になるの？

「疲れた」は
熱中症のサインかもしれません
子どもの熱中症は、保護者や周囲の大人が異変に気付くことが重要です。
子どもは自分の体の状態を判断することや、体調が悪い、のどが渇いたなどの
状態を的確に表現することができません。「疲れた」「気持ちが悪い」「おなかが
痛い」も熱中症のサインかもしれません。顔が赤かったり、汗いっぱいになっ
ていないか大人が注意してあげましょう。

もしかして熱中症？
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出典：環境省熱中症環境保健マニュアル
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環境再生保全機構では、ぜん息・COPDの患者様やそのご家族が抱える不安や疑問を解消し、症状を増悪させない
ために、またよりよい生活を送るために必要な情報をホームページやパンフレット等を通じてご提供しております。
また、看護師、専門医にご相談いただけるぜん息・COPD電話相談室も開設しておりますので、ぜひご利用ください。

住所：〒212-8554  川崎市幸区大宮町1310番  ミューザ川崎セントラルタワー 8F
TEL：044-520-9572　HP：https://www.erca.go.jp/yobou/　Twitter：＠ERCA_yobou

独立行政法人
環境再生保全機構

　小児ぜん息・成人ぜん息・COPDの専門医や看護師が無料でお答えします。
　ぜん息・COPDに関する心配ごとや悩みごとについて、電話やメールでご相談いただけます。専門医による電話相談はホームページ等で
お知らせしております専門医相談日に専門医から直接お電話いたしますので、あらかじめ電話もしくはメールでご予約をお取りください。

ぜん息・COPD電話相談室

メールフォーム▶ https://www.dial-soudan.jp/he/copd/p-index.php

●受付曜日・時間
月～土曜日（年末年始、祝日を除く。）10：00～17：000120-598014

こ　 きゅう　 　 は　  　 い～　 よ

相談の流れ

相談者

看護師が相談対応

専門医への相談を希望する
場合は、ご予約を承ります。

相談室から予約時間に電話を差し上げ、相談がスタートします。

看護師
相談員 専門医専門医相談の

案内・予約受付
相談受付

小児向けパンフレット
おしえて先生！

子どものぜん息ハンドブック
ぜんそく学習帳

「めざせ！発作ゼロ」作戦

まいにち！げんきノート

●パンフレット申込フォーム 
https://www.erca.go.jp/
yobou/pamphlet/form/
index.html

ぜん息悪化予防のための
小児アトピー性皮膚炎ハンドブック

ぜんそく予防のために
食物アレルギーを正しく知ろう

すこやかライフNo.55

環境再生保全機構は、
ぜん息・COPDの予防事業を実施しています。


